


は じ め に

　博物館は様々な資料を分かりやすく展示し、多くの人々に見ていただくことを大きな使命とし

ています。同時に、来館者の知的文化的な好奇心を充実させる、地域の中軸施設であることも求

められています。近年博物館を訪れる来館者のニーズは多様化し、利用者はそれぞれが様々な目

的を持って来館します。このような来館者の要求により多くこたえていくため、当館では今年度

もいろいろな博物館事業を実施してきました。

　博物館の教育普及活動は、首里の博物館時代から取組んできた活動を発展させながら、新館な

らではの事業に取り組むことを基本にして推進してまいりました。学校連携事業では、学校団体

受入の充実を図るため、ボランティア員を活用した学校団体支援体制の強化を推進し、サービス

の向上を図ってきました。また、文化講座及び展示会関連講座は「港川人を訪ねてⅢ」を皮切り

に総数15回を実施し、県民の皆様に多くの参加をいただき好評を得ることができました。その他

にも、「昆虫標本づくり」をはじめとする３種の体験学習教室の開催や13回の学芸員講座、12回

の常設展展示解説会、14回のバックヤードツアーと開催してまいりました。

　当博物館としては、学校連携事業、文化講座、体験学習教室等に参加された皆様から、博物館

をとおして、沖縄の自然や歴史及び伝統文化に触れ親しむ、知的文化的な好奇心の輪が広がるこ

とを願っております。そして、新しい時代に対応した、規模、目的、事業等をより広く、より深

く、より大きく展開させ、県民と共に知的財産を創造していく博物館活動をめざしていきたいと

考えております。

　本年度の博物館教育普及事業の実施にあたり、ご講演、ご指導いただきました講師の方々をは

じめ、ご協力いただきました博物館ボランティアの皆様、ならびに関係者各位に厚くお礼を申し

上げます。

　　　平成23年３月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

沖縄県立博物館・美術館　　

館長　牧  野  浩  隆　　
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　　 　博物館は、調査研究、展示、教育普及、保存管理の四つを館活動の車輪としています。それら
車輪を機能させるために館は次の４つのスタンスに基づいた活動を構築していきます。

　　・琉球王国時代の文化（王朝文化）を体系化し、現在につなげる視点からの活動。
　　・人類学に代表されるような、沖縄の特性を生かし、沖縄の優位性を発信する調査研究の推進。
　　・沖縄の自然、歴史、文化の独自性を発信。
　　・博物館が動き、観覧者が動く博物館活動の展開。

 　沖縄に関する資料や関連資料は、本県の海洋性・島嶼性の地理的要因により日本や中国、東南
アジア諸国までその範囲を広げています。そこで本県の豊かな自然や独自の歴史・文化に関する
資料を自然史、人類、考古、歴史、美術工芸、民俗の６分野で探求し、体系的に調査研究し、資
料の充実を図ります。

　　 　また、各研究機関や大学と共同で調査研究を行い、沖縄が持つ特性や優位性を発揮できるよう
努めます。

　　 　展示は資料を公開することですが、その資料が持っている背景や意味も重要になります。学芸
員の展示活動は、この資料が持つ意味をできるだけ詳細に分析し、得られた成果を展示等に活か
すことです。

　　 　展示の形は、郷土を紹介する基本的な展示である常設展、ある特定のテーマで開催される特別
展・企画展、そして各島々で開催される移動展は、島嶼県である本県の特徴的な展示活動です。

　　 　博物館が持つ知的財産を一般に提供する手段として普及活動があります。学校などの教育機関
や関連施設と連絡協力を行うネットワーク化を推進し、教育的配慮のもと様々な方法をもって県
民共有の財産としていきます。また、博物館活動を活性化するためには、県民の積極的な参画が
必要です。そのため「友の会」と連携したボランティア活動を推進していきます。

　　 　博物館では、県内の文化講座で草分け的存在である「博物館文化講座」や「体験学習教室」等
を実施、新たに遊びながら学べる「ふれあい体験室」を加えました。

　　

　　 　博物館資料は、産地、用途、製作年、材質、大きさ等の違いにより、その種類は多岐に渉って
います。これら博物館資料は、材質別・性質別に区分され、適切な温度・湿度や虫害などの対応
ができるような環境で保存・管理され良好な状態で次世代へ引き継ぎます。また、資料の管理状
況が把握できるようなデータベース化を進めています。
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　　    　 　博物館はその名の通り、様々な資料を収蔵している施設です。資料は収蔵されるだけでな
く、できるだけ長くきれいな状態を維持するために整理・保存していきます。しかし、保管し
ているだけではなく、調査研究により、いつ・だれが・どこで・なんのためにつくったかを解
明し、皆様へ紹介していきます。資料は、展示や講座、論文、インターネットなどにいろいろ
な媒体を通して、県民の知的財産として蓄積されていきます。

　　　　いつでも誰でもが利用できるようにするために、博物館にはいろいろな機能があります。

　　 　博物館には、自然史・化石・特別（歴史・美工・民俗）・考古陶磁器・民俗・大型収蔵庫が設
置され、それぞれの収蔵庫で、温度や湿度そして害虫などから資料を保護します。

　　 　博物館には、総合展示室・部門展示室・屋外展示・ふれあい体験室が配され、常設の展示を
行っており、特別・企画展示室では、期間を限定して沖縄をはじめ、国内外の自然・文化・歴史
に関する展示会が開催されます。

　　 　博物館は、「沖縄」について知り、そして将来の沖縄像を考える場所です。郷土学習に利用で
きる資料が分かりやすく展示されています。また、講演や体験をとおした学習を行う講座室等が
あります。

　　  　博物館資料に関するあらゆる調査・研究は、この学芸員研究室を中心に行われます。６分野の
学芸員が共同で、様々なテーマに取り組みます。ここで蓄積された研究成果は、研究資料室や情
報センターに保管され、展示会や講演会などで公開されます。

　　 　博物館の電気、空調施設などを管理するための機械室や、館を運営している職員が事務を行う
ための部屋があります。

　　　 　 　常設展示のメインテーマは、「海と島に生きる－豊かさ、美しさ、平和を求めて－」です。
沖縄は、立地・環境的に「海洋性」と「島嶼性」という特性を持ち、そこに住む人々は絶え
ず「豊かさ」と「平穏」を求め続けてきた歴史があります。その風土、自然のなかで育んで
きた歴史、文化を人類史・自然史の流れの中で位置付け、普遍的に海と島に生きていくこと
をメインテーマとしています。

　　　 　 　その展示構成は、沖縄の歴史を時間で追いながら自由動線で観覧することのできる「総合
展示」と自然史・考古・美術工芸・歴史・民俗の５つの「部門展示」に分かれます。
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　　　 　総合展示は、次の10のテーマによって、琉球列島の生い立ちから現代までの約2万年に亘る
沖縄の歴史をたどります。中国や日本の文化を取り入れながら、独特の文化を創造してきた琉
球王国の時代、王国解体後の近代化する沖縄、現在の沖縄までを紹介します。

　　　 　「ニライカナイの彼方から」「シマの自然とくらし」「海で結ばれた人々」「貝塚のムラから琉
球王国へ」「王国の繁栄」「薩摩侵攻と琉球王国」「王国の衰亡」「沖縄の近代」「戦後の沖縄」「沖
縄の今、そして未来へ」の順に展示を観ることができます。中央に配した「シマの自然とくら
し」のエリアでは、沖縄の「海洋性」「島嶼性」を大型地形模型によって実感することができ
ます。また、情報端末機で島ごとに異なる表情を持った自然やくらしなどを調べることができ
ます。

　
　　 　部門展示は、総合展示を取り巻く展示です。自然史・考古・美術工芸・歴史・民俗の５つの部

門展示室では、収蔵資料を活用しながら、各分野のテーマをより深め、展示替えの頻度を高める
展示を目指します。

　 　「生物が語る沖縄2億年」をテーマに。島の成り立ちや、島々で独特の進化をとげた生き物の世
界を展示します。自然観察コーナーでは、岩に触れたり、顕微鏡で化石や昆虫、植物標本などを見
ることができます。

　 　「沖縄考古学の世界」と題し、沖縄考古学のこれまでの成果と課題を示しながら、「沖縄考古学」
を体系的に学び、古の人々の生活を追体験することができます。

　 　美術工芸部門展示では、「琉球の美」を求めます。琉球王国時代、それ以降の染織品、焼物、漆
芸品などの工芸品や絵画、彫刻、書跡などの逸品をゆったり鑑賞することができます。1年に数回
テーマを変え、様々な美術工芸の世界を通し、「琉球の美」を追求します。

　 　「モノから読む沖縄の歴史」とし、歴史の中で産出された様々な「モノ」資料を通して、その資
料のもつ時代的な意味を解き明かしていきます。展示室内の一角では「那覇港」をテーマに、近世
に製作された屏風絵の世界から、そこで暮らした人々の息づかい、ひいては歴史的、文化的意味を
紐解いていきます。

　 　民俗部門展示は「沖縄の伝統とくらし」です。民俗の宝庫といわれる沖縄の様々な生活シーンの
中で創造されてきた民具や信仰などを通して、戦前から伝わる沖縄の民俗世界を追体験することが
できます。また、現代に息づく民俗の変容した姿を紹介します。

　 　   　高倉は、穀物を貯蔵する倉庫です。床を上げて風通しを良くし、湿気やネズミの害を防ぐ工夫
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がなされています。構造の違いにより、沖縄式と奄美式に分かれます。この高倉は、昭和初期に
建てられたものを、1976年に奄美から移築しました。

　　 　沖縄の伝統的な民家は、高温多湿の気候風土に適した構造をしています。門扉が無く、母屋も
雨戸を全開にして風を通します。また、母屋の正面にあるヒンプン（中垣）は、外部への目隠し
となります。

　　 　湧田窯は17世紀頃の窯跡で、平窯の構造が特徴です。主に、屋根瓦を焼いた窯です。琉球・
沖縄の焼き物の歴史を考える上で貴重な資料です。

　　 　 　博物館の展示の手前にある「ふれあい体験室」に
は、沖縄の「自然の仕組み」と「先人の知恵」を知る
ための27種類のキットを準備してあり、これらは、展
示と関連させ、展示資料を深く理解できるように工夫
されています。キットは、パズルのように組み立てるも
のなど、操作することによって、より理解が深まる仕
組みとなっており、体験することで、沖縄の「自然の
しくみ」や「先人の知恵」にふれることができます。

　　　（詳細については P97ふれあい体験室を参照）

　　 　 　情報センターは博物館・美術館の共用施設として、
閲覧・検索用の座席を38席設けた情報提供のための部
屋です。博物館の収蔵資料を検索したり、ＤＶＤやビデ
オの視聴ができます。また、沖縄の自然、歴史、文化、
美術等に関する専門図書、地方出版図書も配架され、
来館者の調べ学習に対応できます。

　　 　 　講演会、シンポジウム、映画上演などを行うことができます。212席（車いす２人含む）を
収容することができます。

　　 　 　100名規模の講演会や会議などを開催できます。机、椅子を撤去すると、小学生150名程度
の集会が可能です。

　

　　 　 　体験学習や実技講習会などを開催できます。40名程度の収容が可能です。
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　　 　 　来館中における、軽度の気分不良の際には、休憩をとることが可能です。（ベット数１台）

　　　　一般車両140台（身障者用４台含）、バス10台が駐車可能です。
　　 　特別支援学校などの大型車両を横付けできるように、庇付きの玄関を用意してあります。
　　　また、盲導犬のトイレを駐車場側と公園側に整備してあります。

　　　 　百円コインが返還される、無料のロッカーが204本準備されています。大きな荷物を持参の
際は、他の観覧者に迷惑にならないよう、お手荷物を預けてからの入館をお願いします。

　　　  　博物館・美術館は、不特定多数の人々が利用するため、誰でも安全に利用しやすい施設にす
る必要があることから、以下のような整備を行っています。

　　　・ 観覧者が利用するトイレには、車イス使用者や乳児連れ、オストメイトに対応した機能を設
けています。

　　　・講堂や講座室に磁気誘導ループを設置して難聴者をサポートしています。
　　　・館入口に音声誘導装置を設置して視覚障害者をサポートしています。
　　　・車イスや使用者駐車スペースには、雨天時の乗降に考慮して雨よけを設置しています。
　　　・ 道路や公園からの主な敷地通路に誘導ブロックを設け、総合案内まで連続して敷設していま

す。
　　　・ 高齢者や体の弱い人がゆっくり観賞できるように、展示室内に休憩室や椅子を準備していま

す。
　　　・案内表示は日本語と英語の2 ヶ国語表示としています。

　　　 　環境負担の低減と電気量の節約を図るため、10ｋｗ程度の太陽光発電装置を設置していま
す。

　　　　地下に雨水タンクを設けて、トイレ洗浄水や灌水に利用しています。

　　　 　夜間の安価な電力で作った氷を館内の冷房に利用することにより、割高な昼間電力の増加を
抑えています。

　　　　総合的有害虫管理（IPM）施設　IPM（Integrated Pest Management）
　　　 　博物館・美術館では、病害虫を管理するために総合的有害虫管理（IPM）を行っています。

この管理方法は、施設を取り巻く環境状況と対象となる害虫の繁殖などの動きを考慮して、生
物的防除、科学的・物理的防除を組み合わせることで、虫害菌を抑える管理方法です。
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　　　 　博物館を利用する方には、館内への飲み物、食べ物の持ち込みをご遠慮いただいています。
遠足等の行事の際にも、荷物を車で管理する等の配慮をお願いしています。

　　　 　博物館の教育普及活動は、大きく二つの事業に分けることができます。一つめに、学校の計
画する授業・行事等で博物館を活用する際に支援する学校連携事業があります。二つめに、博
物館が企画運営する、文化講座、体験学習教室、ボランティア養成等のそれぞれの事業があり
ます。それ以外にも、博物館を通しての教育普及に関する全般的な活動にも取組みました。

　　　 　学校連携事業は、大きく二つの事業を実施しました。一つは、各学校の計画による団体観覧
の支援で、教育課程の一環として博物館を利用する際に、館から提供できる内容の調整を行い
ました。学校の規模や授業の進度、生徒の実態等を含めた学校からの要望と博物館の施設・職
員・ボランティアの支援体制を考慮して、学校と博物館が連携していく学習プログラムを作成
しました。

　　　 　また、沖縄県内の小学校、中学校、高等学校、特別支援校に博物館より有効に活用していた
だくための『学校団体見学マニュアル』（Ａ３二つ折り）を作成、配布した。

　　　 　二つめに、今年度は事前の調査研究を目的として、特別支援学校向けの出前授業を実施しま
した。検証授業実施の協力依頼を受け入れて下さった学校へ担当者が出向き、博物館資料（「ふ
れあい体験室」の資料を中心としたハンズオン資料）を用いて、教師と重点雇用者双方の協力
による博学連携の授業を展開しました。平成23年度の実施に向けて各種データを収集するこ
とが出来ました。

　　　 　沖縄の自然や歴史、文化と結びつけた体験的な活動を通して、郷土について関心を持ち、先
人の知恵などを学ぶ機会としました。博物館の各分野（自然史、人類、考古、歴史、美術工
芸、民俗）の展示や企画展等と関連する体験を実施し、総合博物館としての豊かな学びの場を
提供しました。

　　　 　博物館の展示内容と関連する自然史、人類、考古、歴史、美術工芸、民俗の各分野について
の講演、展示解説、実技指導、現地研修などを通して、県民各層が楽しく有意義に学べる講座
を実施しました。

　　　 　博物館の学芸員が、研究成果や収蔵品の成果等の講演や展示解説などを通して、県民各層が
楽しく有意義に学べる講座を実施しました。各分野の学芸員の充実した講話は、博物館をより
身近に捉え、参観者の層を拡大する大切な役割を担いました。

　　　 　博物館の展示内容に関する資料などの解説を、学芸員の広い視点から分かり易く解説しまし
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た。当館における展示資料がどのようなねらいのもと、それぞれの展示室に設置されているか
を理解し、総合博物館の資料のつながりを知る機会としました。

　　　 　博物館のもつ、調査研究・研究・保存の各機能を担う諸室の見学を実施しました。普段は、
入ることの出来ない収蔵庫やトラックヤードなどの機能を理解し、博物館についてより知って
もらう機会としました。

　　　 　学芸員が、夏休み休暇中の児童生徒を対象に、沖縄の自然、歴史、文化に関する自由研究や
調査研究等について相談を受け、可能な限り博物館の情報を提供するなど郷土への興味・関心
を高める場を提供しました。

　　　 　博物館では、県民の自己啓発や学習の発表の場の提供、また、博物館支援活動を目的として
「博物館ボランティア」を導入しています。初夏から秋にかけての２段階の講座は、多様化す
る来館者のニーズに対する、よりきめ細かなサービスへの寄与と自己学習の場となりました。
　　

　　　 　県内の各小中学校に、施設を身近に感じてもらい、より多く来館してもらうために、フリー
パスの制度を取り入れてあります。「ふれあい体験室」や博物館・美術館双方の常設展や特別
展、企画展などに訪れた時に総合案内に提示し、スタンプを押してもらうことが可能です。
30ポイント貯まると県立博物館・美術館オリジナルの景品をプレゼントします。

　　　 　ふだん沖縄県立博物館・美術館に足を運ぶことのできない離島や遠隔地の方々に移動展の展
示を見てもらうことによって、沖縄県の自然、歴史、文化の広域普及を図り、博物館資料や美
術作品を観賞する機会を提供しました。本年度は、石垣島で開催しました。

　　　 　今年度は、博物館の教育普及資料の「豆腐づくり」に関する資料（石臼や桶、型枠などを２
セット）を貸出しました。
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　　　 　沖縄の歴史や文化および自然と結びついた体験的な活動をすることによって、郷土の文化や
伝統に関心を持たせ、先人の知恵などを学ぶ。

　　　 　博物館の各分野（自然史、人類、考古、歴史、美術工芸、民俗）の展示内容と関連した体験
的な活動を通して、県民が有意義に楽しく学ぶことが出来るよう企画する。

回 期　日 題 講　　師　　名 内　　容 定員

１ 10.8.25 昆虫標本を作ろう

佐々木健志氏
（琉球大学風樹館学芸員）
松村雅史氏

（沖縄昆虫同好会会員）

昆虫の標本作りの基礎
を学び制作します。

20名

２

10.10.23

八角凧を作ろう

金城珍章氏
（八重山凧愛好会）
徳村政三氏

（おもちゃの会ピノキオ所属）

八重山の伝統的な凧作
りを学び制作します。

15名
10.10.24

３ 11. 1. 9 ムーチーを作ろう
松本嘉代子氏

（（有）松本料理学院　学院長）

沖縄の伝統行事の食に
ついて学び、みんなで
ムーチーを作ります。

親子
20組

　　　　企画展や特別展、行事、博物館の展示等に関連したテーマに合わせて年間３回程度の実施。
　　　　午前９時～ 12時までの３時間を基本とし、内容によって終了時間を調整した。
　　　　場所は、基本として実習室。屋外展示（民家）も活用。

　　　　※１ヶ月前までに広報し、２週間前までに募集をかける。応募者多数の場合は抽選する。
　　　　　（公平を期すため、館長もしくは副館長による抽選）
　　　　※抽選の場合、当選者には、すぐに当選の通知連絡を行う。
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　ⅰ前日まで
① 事業起案及び講師依頼 博物館（教育普及担当）
② マスコミ各社への受講生募集依頼 指定管理者
③ 受講生受け付け 指定管理者
④ 講師打ち合わせ 博物館（教育普及担当）、指定管理者
⑤ 説明資料作製 博物館（教育普及担当）、指定管理者
⑥ 材料・道具等の諸準備 博物館（教育普及担当）、指定管理者
⑦ ボランティア事前学習・準備作業調整 博物館（教育普及担当）、指定管理者

　ⅱ当日運営
① 受け付け及び材料費の徴収 指定管理者
② 開講式　司会 指定管理者
③ 講師紹介 博物館（教育普及担当）
④ 運営責任者あいさつ 指定管理者
⑤ 講座の進行 博物館（教育普及担当）、指定管理者
⑥ 材料等の準備及び配布 博物館（教育普及担当）、指定管理者
⑦ 記念撮影 指定管理者
⑧ 記録撮影 博物館（教育普及担当）、指定管理者
⑨ 報償費支払い事務 指定管理者
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沖縄県立博物館 ･ 美術館　

体験学習教室
「昆虫標本を作ろう」

　講師：佐
さ さ き

々木　健
たけ

志
し

：琉球大学資料館（風樹館）学芸員
　県内各地の学校や博物館、教育的イベントに講師として招かれる。常に、子どもの目線、教育的視
点で標本作りなどを考えており、今回もユニークな昆虫標本やその作り方を指導していただきます。
先月、風樹館を訪ねたが、展示品を説明してもらいとても楽しい時間を過ごした。さらに、外にある
ビオトープは、昆虫好きの皆さんなら、わくわくドキドキするぐらい色々な昆虫がいました。是非琉
球大学の風樹館を訪ねて見て下さい。　
　色々な動物標本や昆虫標本、その他沖縄のことがとても楽しく理解できる場所です。
　最初に紹介するのは、佐々木健志先生です。先生は琉球大学の風樹館という、大学の中の博物館の
責任者です。
　先生は、学校や様々な子ども向けの催し物に、引っ張りだこです。なぜかと言うといつも楽しいこ
と、面白いことを考えていて、子どもの皆さんに分かりやすい説明と楽しい体験教室をしてくれるか
らです。先月私は、先生の働いている琉球大学の風樹館というところを訪ねましたが、とても分かり
やすい説明で楽しい時間を過ごしました。外にあるビオトープというところには、昆虫が好きな皆さ
んなら大興奮する色々な昆虫がいっぱいいました。
　ぜひ、琉球大学の風樹館を訪ねて見て下さいね。昆虫標本以外にも、動物標本や沖縄のことが分か
る資料がいっぱい展示されていてとても楽しい場所です。今日はリンプン転写という、蝶々を使った
標本づくりや、標本作りのこつなどを楽しく紹介していただきます。

　講師：松
まつむら

村　雅
まさ

史
し

：沖縄昆虫同好会会員　与那原町在
　沖縄本土復帰の年３月より沖縄で生活
　本館自然史部門の昆虫標本の中の、甲虫の標本の９割を制作した。
　昆虫標本づくりのプロです。皆さんの持ってきた昆虫をどうしたら美しく、そして長い期間保存す
るにはどうしたら良いのか？今日は、昆虫標本づくりの基本的な事柄を中心に昆虫を標本にする方法
を教えてもらいます。
　次に紹介するのは、松村雅史先生です。先生は沖縄昆虫同好会の会員で、お住まいは与那原町です。
　みなさん博物館の自然史のコーナーにいったことありますよね。その自然史コーナーの奥の方に、
昆虫標本の引き出しがありますが、知っていますか？
　松村先生は、その昆虫標本の中の、甲虫標本のほとんど―数字でいうと90%を作っていただきまし
た。博物館を助けてくれる昆虫標本づくりのプロです。
　今日は、昆虫標本づくりの基本的な事を中心に、皆さんが持って来てくれた、昆虫を標本にする方
法を教えてもらいます。
　お二人の先生方、よろしくお願いします。
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　　　　 　博物館の展示内容に関する沖縄の自然・歴史・文化等について、広い視点から分かりやす
く楽しく、有意義な学習ができるよう、文化講座を開催する。これを開催することにより、
沖縄の自然・歴史・文化に対する県民の意識の向上を図ることを目的とする。

　　　　 　当博物館の展示内容と関連する自然史・人類・考古・歴史・美術工芸・民俗の各分野につ
いての講演、展示品の解説、実技指導、現地研修などを通して、県民各層が分かりやすく有
意義に学習できるよう企画されている。

　　　　　実施日：毎月1回、土曜日　午後２時～４時までの２時間
　　　　　　　　　＊ 野外活動（第395回、第406回、12月11日の回）については、別途日程を設

定する。
　　　　　場  所：特に指定がない場合は、当館講堂（３F）

　　　　　当日先着順、事前申込不要。
　　　　　＊第395回、第406回については、事前申込制、抽選。

回数 期　日 演　　　　　題 講師名 定 員 参加者

395 4月24日 港川人を訪ねて3 高橋巧（他） 40 39

396 5月15日 古琉球と海域アジア 上里隆史 200 195

397 6月19日 江戸女性の衣生活 長崎巌 200 82

398 7月10日 沖縄県のジオパークを考える 尾方隆幸 200 41

特別 8月19日 琉球と沖縄という名称の由来 小玉正任 200 180

399 8月21日 サンゴ礁の未来、沖縄の島々からのメッセージ 土屋誠 200 18

400 9月25日 詩と歌でつづる八重山 平田太一 200 190

401 10月16日 海のクロスロード　八重山シンポジウム 前津栄信（他） 200 150

特別 11月13日 白保竿根田原洞穴人と２万年前の八重山 土肥直美（他） 100 135

402 11月20日 八重山民謡の伝播と変容 新城亘 200 130

関連 12月11日 薩摩焼と壺屋焼―近年の考古学的成果から 渡辺芳郎 70 80

403 12月18日 沖縄の近世陶器 宮城篤正（他） 200 135

404 1月29日 17世紀アジアの陶器 家田淳一（他） 200 200

405 2月19日 科学的な骨の話 深瀬均（他） 200 135

406 3月12日 グスク巡り 當間嗣一 40 44
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　　日時　2010年4月24日（土）　　参加者39名（当日キャンセル１名）
　　講師　新里　尚美（八重瀬町教育委員会）／高橋　巧（ガンガラーの谷担当課長）
　　場所　八重瀬町立具志頭歴史民俗資料館・港川フィッシャー遺跡・ガンガラーの谷

　第395回文化講座「港川人を訪ねてⅢ」は、八重瀬町立具志頭歴史民俗資料館、港川フィッシャー
遺跡、ガンガラーの谷を廻る、４時間コースで行われました。八重瀬町教育委員会の新里尚美氏か
ら、具志頭歴史民俗資料館では発掘当時の新聞記事や各種資料を、港川フィッシャー遺跡では港川人
が発見された経緯や発掘状況の解説がありました。ガンガラーの谷では、高橋巧氏のガイドで、鍾乳
洞や鍾乳洞の天井が崩落して出来た谷を巡りながら、「古代の人々も同じ景色を見ていたかもしれな
い」と説明を受け、遥か昔に思いを馳せながら見学することが出来ました。また、見学コースの終点
武芸洞では発掘を担当している当館の藤田、山崎から発掘の状況や、出土した資料からこの洞窟がど
のような場所として利用されてきたのか今後の発掘についてなどの説明がありました。この講座への
参加をきっかけに沖縄の歴史や文化、自然に興味・関心を持って頂けたらと思います。   

  具志頭歴史民俗資料館での解説　　　　  　港川フィッシャー遺跡の見学　　　　　  　武芸洞での解説のようす

　　日時　2010年5月15日（土）　　参加者195 名
　　講師　早稲田大学琉球・沖縄研究所客員研究員　上里　隆史
　　場所　沖縄県立博物館・美術館 講堂

　第396回文化講座は、「古琉球と海域アジア」と題して、早稲田大学琉球・沖縄研究所客員研究員 
上里隆史氏を招聘して行われました。講座は、古琉球時代を一国史ではなく、海域世界の関係性で捉
える海域史の考え方で講話が展開されました。また、那覇港の地理的条件が、中国や日本などを結ん
だ民間レベルでの交易の発展充実に深くかかわり、さらに那覇の港町としての一極集中型の社会構造
の中での様々な人々の文化交流が、その後琉球王国としての国レベルの交易に結びついたことの話が
紹介されました。多くの資料に基づいたユニークな見解で、国家と地域の関係史から琉球史を解き明
かす講話は、上里氏の人気の秘密を垣間見る講演でした。

　海域史の捉え方を説明する上里氏　　　  薩摩侵攻は港を押さえて行われた　　　　　　　サイン会の様子
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　　日時　2010年6月19日（土）　　参加者82 名
　　講師　共立女子大学教授　長崎　巌
　　場所　沖縄県立博物館・美術館 講堂

　第397回文化講座は、「江戸女性の衣生活」と題して、共立女子大学教授 長崎巌氏を招聘して行わ
れた。武士が権力を持っていた封建社会の中で“衣を楽しむ”という女性にだけ与えられた文化があっ
たという。身分制度の厳しさは表社会に生きる男性に在り、実は奥で生活する女性には男性の関知し
ない自由な世界があった。身分制度に縛られることなく、裕福な町人は武家の女性にも引けを取らな
い着物を身につけることもできたことや、呉服屋と出版屋で着物の販売を仕組む、今でいうファッ
ション雑誌が江戸初期には始まっていたという話はとても興味深かった。また、長年の研究で収集し
た着物の柄の画像はとても美しく、日本の歴史の変遷を着物柄という別の視点で体系的に示してい
た。琉球の絣が日本本土へ影響を与えていったことや、沖縄の紅型の材料・原料の視点から捉えた本
土伝承説なども紹介され、充実した講演であった。

　　　着物柄を体系的に紹介　　　　　　  鮮やかな画像を紹介する長崎氏　　　　　　　　　会場の様子

　　日時　2010年7月10日（土）　　参加者41 名
　　講師　琉球大学教授　尾方　隆幸
　　場所　沖縄県立博物館・美術館 講堂

　第398回文化講座は、「沖縄県のジオパークを考える」と題して、琉球大学尾方先生を招聘して行
われた。ジオパークとは何か？まずこの新しいことばについて細かな説明があった。主題は地球の大
地。保全と教育とジオツーリズムを３本柱とし、ＧＧＮ（グローバル ･ ジオパーク ･ ネットワーク）
の定義によれば、“ 地球活動の遺産を主な見どころとする自然の公園 ”。ユネスコが支援する2007年
頃から始まった活動で、ヨーロッパや中国など大陸での申請登録が盛んである。日本でのジオパーク
取組みの紹介を元に、ジオパークになりえる沖縄の素村の一つ一つが紹介され、ジオパーク申請に向
けた活動の実際がイメージできた。アジアにおけるジオパーク登録の先導役を担いたい日本、さらに
亜熱帯地域に属する沖縄でのジオパーク登録の意義を強く感じた。世界遺産の登録より難しい活動だ
が、自分たちのために、自分たちの住む地域を誇りとして申請する活動として、産学官の連携を含め
た普及啓蒙の必要性を感じた講演だった。　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 

ジオパークについて講演をする尾方氏　　　　沖縄のジオパーク資源の紹介　　　　　　　　　　会場の様子
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　　日時　2010年8月21日（土）　　参加者18 名
　　講師　琉球大学教授　土屋　誠
　　場所　沖縄県立博物館・美術館 講堂

　第399回文化講座は、「サンゴ礁の未来～沖縄の島々からのメッセージ～」と題して、琉球大学土
屋先生を招聘して行われた。講演の柱は２本。一つはサンゴ礁から受ける恩恵の数々（生態系サービ
ス）の紹介とその恩恵を次の世代に引き継ぐためにできることは何か。二つ目は、サンゴ礁を取り巻
く様々な生態（サンゴ礁の友だち）の紹介とサンゴ礁で生物が健康に暮らすため、陸上の森林や河川
が健全であることの大切さなどの説明があった。特にサンゴ礁の価値を目に見える形で評価した様々
なデータ資料は面白いものであった。今私たちができることは、まずサンゴ礁を含めた地球環境の変
化を知らせてくれている動植物の変容の実態を知ること。そして、美しいサンゴ礁に囲まれた沖縄の
島々の住人としてサンゴ礁の危機的状態とその原因を理解することの大切さを実感できた。講演会の
同時刻に甲子園の決勝戦と重なり参加者が少なかったが、メモを取りながら熱心に聞き入る様子もみ
られ、質問も多く、サンゴ礁の未来を考える人たちにとって有意義な講演であった。

　　　講演をする土屋氏　　　　　 　美しい映像と分かりやすい解説　　　　　 サンゴ礁の未来のあり方等を語る

　　日時　2010年9月25日（土）　参加者約 190人（内小学生3人）
　　講師　南島詩人：平田　大一
　　場所　沖縄県立博物館・美術館 講堂

　第400回文化講座は、「詩と歌でつづる八重山」と題して、沖縄県内屈指の演出家 平田大一氏を招
聘して行われた。本講座は、講話を聞く従来の形式とは異なり、三線や太鼓にのせて詩を語り、さら
には音楽に合わせたダイナミックな演舞があるなど、舞台表現を通した新しい形の文化講座となっ
た。氏の世界観の原点となった生まれ故郷小浜島の話、現在県内外各地で地域興しの意味を持つ、子
ども達による現代版組踊の指導の数々が、詩や音楽となって語られた。最後は講演を間近に控えた子
ども達27名と平田氏の合同演舞が、客席を巻き込み感動的に行われた。演舞した子ども達の自信に
満ちた顔とダイナミックな演舞の中に平田氏の人づくりの素晴らしさが感じられる講座であった。　

　　　　　　会場の様子　　　　　　 三線と太鼓を使い 八重山の思いを詩で語る 　   子ども達と共に 舞台表現をする平田氏
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　　日時　2010年10月16日（土）　　参加者150 名
　　講師　前津　栄信（石垣市文化財審議会委員長）　三木　健（沖縄・八重山文化研究会会長）
　　　　　大城　學（琉球大学教授）　　　　　　　　里井　洋一（琉球大学教授）
　　場所　沖縄県立博物館・美術館 講堂

　第401回文化講座は、開催中の特別展「海のクロスロード八重山（やいま）」の関連講座「海のク
ロスロード八重山を考える」と題して、４名の講師を招聘して行われた。第一部は各先生方より20
分の基調報告。第二部は講師が一同に会しシンポジウムの形式で八重山について語り合って頂いた。
外に開かれ受けいれることで形成されてきた八重山の文化。布に例えると、経糸は連綿と続く八重山
の文化と歴史、横糸は外との交流文化。２種類の糸が上手く織り重なってできたのが八重山である。
今後八重山らしさをいかに継続発展させていくのか。豊かな自然と人情を誇りに、地理的条件を活か
していくことが大切である。

シンポジウムで八重山を語る講師の方々　　　　　　　観衆からも質問が出され、意見交換が行われた

　　日時　2010年11月13日（土）　　参加者135 名
　　講師　土肥　直美（琉球大学）　　米田　穣（東京大学）
　　　　　片桐　千亜紀（沖縄県立埋蔵文化財センター）
　　場所　沖縄県立博物館・美術館 講堂

　この講座は、開催中の特別展「海のクロスロード八重山（やいま）」の関連特別企画講座「白保竿
根田原洞穴人と２万年前の八重山」と題して、３名の講師を招聘して行われた。第一部は各先生方よ
り30分の基調報告。第二部は講師が一同に会し、シンポジウムが行われた。今回の発掘は人骨その
ものから抽出したコラーゲンに基づく年代測定により、国内最古の２万年前のものと確定されたこと
に最大の価値がある。今後発掘調査を続けることにより新たな発見も期待できる。遺跡を保存整備し、
活用できるようにしていくことが重要である。

最古の人骨発見に、数多くの方々が視聴　　　聴衆からも質問が出された　　　　　　展示室でのギャラリートーク
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　　日時　2010年11月20日（土）　　参加者130 名
　　講師　沖縄県立芸術大学非常勤講師　新城　亘　　　ゲスト : 高宮城　実人（俳優）
　　場所　沖縄県立博物館・美術館 講堂

　第402回文化講座は、「八重山民謡の伝播と変容」と題して、県立芸術大学等で非常勤講師を務め
る新城 亘氏を招聘して行われた。沖縄の芸能の中で八重山民謡がどのように伝播して変化してきた
のか、八重山民謡の歴史的記述の比較や八重山民謡の同曲異名、また八重山民謡の形式と特徴などが
実演をとおして解説された。演奏者が交互に歌い継ぐ交互唄の紹介の際には、会場からも唄が返さ
れ、聴衆も一体となった講座となった。後半は沖縄芝居の俳優として活躍している高宮城氏をゲスト
に迎え、「歌劇」で歌われている「八重山由来の歌」が比較して歌われた。

 

八重山民謡の特徴を演奏をして紹介する新城氏　

　　日時　2010年12月18日（土）　　参加者135名
　　講師　宮城　篤正（元沖縄県立芸術大学学長）金武　正紀（前那覇市教育委員会文化財課課長）
　　　　　新垣　力（沖縄県立埋蔵文化財センター主任）池田  榮史（琉球大学法文学部教授）
　　場所　沖縄県立博物館・美術館 講堂

　この講座は、来年１月に開催される那覇市立壺屋焼物博物館との合同開催の企画展「琉球陶器の来
た道」の関連講座として「沖縄の焼物のルーツを探る」と題して４名の講師を招聘して行われた。第
一部は各先生方より30分の基調報告。第二部は講師が一同に会し、シンポジウムが行われた。池田
先生の絶妙な進行で、休憩時間に開場より寄せられた質問に答える形で展開していった。中国・朝鮮
との貿易交流による関わりや湧田窯を初めとするこれまでの研究成果の説明から次第に壺屋焼きに
迫っていった。二つの館が連動し、沖縄の焼き物の歴史を解き明かそうとする１月の企画展のプレイ
ベントとして期待を持たせる講座であった。

 

沖縄芝居で活躍の高宮城実人氏をゲストに迎え八重山民謡と

「歌劇」で変容の比較が行われた

会場の様子

宮城　篤正氏

金武　正紀氏

新垣　力氏

池田　榮史氏　
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　　日時　2010年1月29日（土）14:00 ～ 18:40　　参加者200名
　　講師　家田　淳一（佐賀県立九州陶磁文化館学芸課 ･ 主幹）
　　　　　仲宗根　求（読谷村立歴史民俗資料館 ･ 館長）上原　靜　（沖縄国際大学 ･ 教授） 
　　　　　阿利　直治（石垣市教育委員会 ･ 主査）安里　進　（沖縄県立芸術大学 ･ 教授） 
　　　　　池田　榮史（琉球大学法文学部 ･ 教授）＊第２部ｺｰﾃﾞｲﾈｰﾀｰ
　　場所　沖縄県立博物館・美術館 講堂

　那覇市立壺屋焼物博物館との合同開催の企画展「琉球陶器の来た道」の関連講座として「近世窯業
史の今」と題して６名の講師を招聘して行われた。第一部は各先生方の40分間の研究成果があり、
これまで通説となっていた沖縄の焼き物史についての考え方を見直す報告があった。第二部は講師が
一同に会し、池田先生の進行でディスカッションが行われた。湧田、喜納、八重山焼き等沖縄各地の
焼き物研究とともに、本土や中国との関係からの調査を含め、今後多面的な研究で沖縄の焼き物史を
再考していく必要性が確認された。発掘調査等に基づく研究成果発表は、長時間にもかかわらず最後
まで残った多くの聴衆を魅了した。

　　日時　2010年2月19日（土）　　参加者135名
　　講師　山崎　剛史（山階鳥類研究所 ･ 研究員）
　　　　　江田　真毅（鳥取大学医学部機能形態統御学講座・助教）　
　　　　　深瀬　均 （琉球大学大学院医学研究科人体解剖講座・助教）　
　　　場所　沖縄県立博物館・美術館 講堂

　日本最大の鳥類標本コレクションの管理者でもある山崎氏の講演内容は、八重山諸島のカラスにつ
いての研究事例紹介であった。122個体の骨格標本と現地での観察調査などから八重山諸島の島々に
生息するカラスの生態を明らかにしていった。学生時代の考古発掘調査をきっかけにアホウドリの研
究を始めた江田氏。国内外の遺跡から出土した骨の分析や、DNA 鑑定を始め数多くの調査データか
ら現在危急種のアホウドリの生態を明らかにし、動物の保全活動に貢献する調査研究の役割が紹介さ
れた。深瀬氏からは、外から直接見ることのできない骨の内部構造等を、CT（ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ断層撮影）を
駆使し解き明かしていく最先端の研究発表があった。「外から見えないものを、見たいように見る !」
この研究は、PC 上で顔立ちの復元が可能な点などから、人骨遺跡の多い沖縄における人類学研究の
広がりに大いに期待ができる。

 

 

　　　　山崎　剛史氏　　　　　　　　　江田　真毅氏　　　　　　深瀬　均氏　　　　  会場からの質問に応える

　家田　淳一氏　　仲宗根　求氏　　　上原　靜氏　　阿利　直治氏　　　安里　進氏　
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　　日時　2011年3月12日（土）10:00 ～ 16:00　　参加者44名
　　講師　當眞　嗣一（沖縄考古学副会長）
　　場所　大里城跡・糸数城跡・玉城城跡

　第406回文化講座は、沖縄考古学副会長當眞嗣一氏をお招きして南部の「グスクめぐり」バスツ
アーを行いました。前日の東北関東地方の大震災の影響が若干残る中、150名を超える応募の中から
抽選で決定した40名全員が参加されました。広大な敷地を有する大里グスクは、中城湾を取囲む島
尻地域を支配する武将の拠点であったことが展望台から臨む風景を見ながら解説されました。糸数グ
スクでは、城壁の石垣の積み方や城の構えが、当時の戦場の武士の動きのイメージで説明されまし
た。かつて霊場とされ今でも参拝者のたえない玉城グスクでは、琉球王国との関わりや自然の断崖を
巧に利用して気づかれた城壁構造が説明されました。いづれのグスクも戦中戦後の時代の中で大きく
改変されてしまっていますが、沖縄の人々の祈りの聖地として、文化的遺産としての価値を考えさせ
られた時間でした。

 

　　　　　　大里城跡　　　　　　　　　　　　　　糸数城跡　　　　　　　　　　　　　　玉城城跡
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　　　 　博物館の展示内容に関する沖縄の自然・歴史・文化等について、学芸員が広い視点から分か
りやすく講義・展示解説し、楽しく有意義な学習を通して、県民の意識の向上を図ることを目
的とする。    

     

　　　 　当博物館の自然史・人類・考古・歴史・美術工芸・民俗の各分野の担当学芸員が行う講義・
展示解説などを通して、県民が楽しく、より深く沖縄について学べるよう企画されている。  
  

     

　　　 　実施日：毎月１回、第１土曜日、午後２時～４時までの２時間。
　　　　場　所：特に指定がない場合は、博物館講座室    
     

　　　　当日先着順。事前申込不要。    
     

（２）学芸員講座     

回数 日　　　程 分　　　野 講　師　名 定　員 参加者

1 2011/4/17 自然史（生物） 千木良　芳　範 200 74

2 2011/5/22 人　類 藤　田　祐　樹 80 75

3 2010/6/26 考　古 羽　方　　　誠 80 126

4 2010/7/24 民　俗 岸　本　　　敬 40 35

4 2010/8/4 ～ 2010/8/6 全分野 各　学　芸　員 なし 5

5 2010/8/18 教育普及 池　原　盛　浩 40 11

6 2010/8/28 歴　史 崎　原　恭　子 80 52

7 2010/9/11 自然史（生物） 田　中　　　聡 80 37

8 2010/10/23 美術工芸 與那嶺　一　子 80 57

9 2010/11/27 自然史（地学） 仲　里　　　健 80 53

10 2010/12/25 自然史（生物） 濱　口　寿　夫 40 30

11 2010/1/22 歴　史 岸　本　弘　人 80 24

12 2010/2/26 人　類 山　崎　真　治 80 68

13 2010/3/26 美術工芸 平　川　　信幸 80 57
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　親子づれや近隣の小学校からの参加も多く見られた今年度初の学芸員講座。　　
　“ 学芸員の日頃の研究は、その成果を相手に説明できて完結する ” の言葉とおり、豊富な画像を一
つ一つ紹介しながら、分かりやすい解説が展開された。　　
　ヤンバルの自然に感心が集まっている中、中南部の小動物が忘れられているのではないか。ヤンバ
ルと中南部のふたつの自然がそろって沖縄島の自然と言える。住宅地が広がる中でも、限られた場所
でたくましく生きている小動物の姿の紹介は、自然保護の大切さを改めて考えさせられた。　　

千木良学芸員が撮影した小動物の数々が紹介された

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

　馬はどうして早く走れるの？　鳥はなぜ飛べるの？　なぜ人は歩く時に手をふるの？　　
　分かっているようで答えられない学芸員からの質問の数々。口ごもる大人とは対照的に、参加した
小学生からは積極的に、ユニークな発言が返ってくる。　　
　動物の骨格の違いが、楽しく分かりやすく解説され、いつの間にか答えを理解している参加者。　
　さらに、『テシモ』と命名された、簡単な材料で体の仕組みを理解できる人体模型を、参加者一人
ひとりが制作した。制作しながら親子が語り合う場面も多く見られ、動物の体の仕組みを楽しく学ぶ
時間が過ぎて行った。　　

　　　　　　　　　馬の走る動きを分析中　　　　　　　　　　　　　　　　お父さんと一緒に工作　　
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　考古学的な見かたで、沖縄の墓の歴史や特徴を考える。
　本土とは異なる形態や種類を持つ沖縄の墓。民俗学、歴史学、建築学、人類学などの各分野から注
目されるほど、墓は研究情報の宝庫である。本講座は、考古担当の学芸員により、墓の種類、埋葬の
種類、墓の調査方法などが考古学の観点から説明された。
　現地での発掘調査にもとづく画像資料や、先行研究者の調査データの解説が行われ、沖縄の墓につ
いて理解が深められた講座であった。講座終了後も、多くの参加者が残り、様々な質問が出されたこ
とからも墓に対する関心の高さを伺うことができた。　　

　　　　　　沖縄の墓の説明がされた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会場いっぱいの聴衆　　

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

　
　昔の子どもの遊びってどんなものだったでしょうか？　　
　ひと昔、皆さんのお祖父ちゃんお祖母ちゃんが子どもだったころ、子どもたちの生活はどんなもの
だったでしょうか。今の子どもには労働は課せられませんが、ひと昔前までは、子どもが家の仕事の
手伝いをするのは当たり前のことでした。手伝いを終えて夕食までの短い時間が、子どもたちの遊び
の時間でした。そこでは様々な遊びが工夫され生み出されてきたことが、身近な植物を使い制作した
道具の数々を使い紹介された。後半は参加者全員が、ソテツの葉を使った虫籠作りを体験し、手作り
の喜びを味わった。　　

　　　　　　　手作りの虫取りの紹介　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昔の遊びついて説明
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　博物館にいる学芸員ってどんな仕事をしているの？
　博物館は何をするところなのか。昔の品物を並べてお客さんに見せるだけの場所なのか。前半は、
わかっているようで実はよくわからない博物館について、そしてその博物館の中で働く学芸員につい
ての説明が行われた。　　
　後半は、展示室の収蔵品の実測図を描きこむ、備品台帳づくりの疑似体験を行った。指定された
ワークシート（備品台帳疑似体験用）を手に、参加者は熱心に収蔵品と向き合い、学芸員が行う登録
作業の一端を体験した。親子でいっしょに博物館を楽しむ風景が、展示室のあちらこちらで見られた。

　　　　　学芸員の仕事について説明　　　　　　　　　　　　　　 備品台帳づくりの疑似体験中（実測図体験）

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

　
　歴史展示室にはテーマがある。現在は「那覇港－往復する人とモノ」で、かつて500年間続いた琉
球王国の歴史を語るうえで重要なカギである、那覇港を中心に紹介されている。　　
　その歴史部門展示室に展示中の “ 首里那覇港図 ” や “ 琉球国惣絵図（間切集成図）” を手がかりに、
展示室を探訪するツボ（展示を10倍楽しむポイント）が紹介された。　　
　10個のツボの一つひとつの詳細な解説は、展示室を訪れた際にじっくり展示品を見る視点として
役立つものとなるだろう。最後に、交易時代で扱われた香辛料などが紹介され、講座終了後に参加者
が手にとって臭いを嗅ぎ、当時の港の様子に思いを馳せた。　　

　　
　　　　　　　　　解説する崎原学芸員　　　　　　　　　　　　　　　　　収蔵品資料に見入る参観者
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　トカゲとはどんな動物かという基本的な内容からはじまり、琉球列島のトカゲ類の多様性の特徴
を、それぞれのグループの世界的な分布をふまえて紹介された。また、琉球列島のトカゲ類の分布
が、島々の接続・分断や海流によって運ばれたことにより説明している研究事例が紹介された。後半
は、学芸員自身が琉球列島の島々で実施した野外研究によって明らかにしたトカゲたちの生態・行動
や個体数が激減している現状についての、多くはまだ未発表の「ここだけのはなし」があった。その
なかで、研究者がおこなう調査研究の方法やコツについても実技をまじえて披露された。

　　　　　　　解説を行う田中学芸員　　　　　　　　　　　  　未発表の調査報告なので「ここだけのトカゲのはなし」

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

　八重山上布とは、どういうものか ?　　
　沖縄の織物工芸の中で有名な八重山上布。その材料や制作工程について、模型やビデオを織り混ぜ
分かりやすく解説された。人頭税が課された琉球王朝時代、きびしい環境の中で発展してきた織物の
歴史。明治の初頭の組合結成から現在まで、様々な改良を加えながら脈々と受継いできた上布制作の
技術の数々の説明に参観者は聞き入っていた。この織物文化を次の世代に引き継ぐために私達にでき
ることは何か。疑似体験などを通して理解者を増やすことことの大切さが訴えられた。後半は特別展

（八重山）の会場で、現物の布や機織り機を目の前に解説会が行われた。　　

　　八重山上布についての模型等を使い解説　　　

　　　　　　　　　　

展示会場での解説会
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　琉球石灰岩は身近なところに！　　
　建物の壁や石垣をはじめ、歩道の砂利にいたるまで、生活の中に色々な形で存在する琉球石灰岩。
この石灰岩の形成は地質学的には比較的新しく、すき間が多く水分を含む特徴があることなど、琉球
石灰岩の形成の過程や特徴が、専門用語を交えながら説明された。
　沖縄のいたるところで見ることのできる石灰岩は、水に溶ける性質等からその地形は様々な形に姿
を変える。そのような見地から様々な研究の活用対象と成りえる説明は興味を引いた。特に海岸線に
ある岩の浸食状態で海水面の状態や津波石についての研究ができることなど。身近な存在である琉球
石灰岩と沖縄の人々との関わりについて理解を深めた。　
　

　　　　　　　　解説を行う仲里学芸員　　　　　　　　　　　　　　　　岩石資料に見入る参観者

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

　天然記念物なのに普通に見ることができるためか、あまり注目されないオカヤドカリ〈沖縄方言で
アーマングァ〉。天然記念物なのに、ペットショップでも販売されているのは何故でしょうか。実際
に生きたオカヤドカリを観察したり、県内の海岸で調査した生殖生態の報告からしだいにその生態を
解き明かしていった。　　
   天然記念物の指定とは、その地域のシンボル的生物を皆で守っていくためのものである。しかし、
海岸の開発により、オカヤドカリが住む沖縄ならではの自然海岸風景が減少している。　　
　人間にも小動物にも良い環境づくりについて、オカヤドカリから考えさせられた。　　

　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　

　　　　
早朝採取してきた小動物の数々→ オカヤドカリを実際に手に取り、観察会

がおこなわれた
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　博物館の収蔵品約９万件の内、１万１千件が歴史資料である。　　
　博物館にある多くの収蔵品の受入の状況が説明された。これまで多くの人々から預かった品々の取
扱いや保存・保管の様子が紹介された。　　
　歴史資料として、今回は戦後から復帰頃にかけての様々な収蔵品が紹介された。沖縄たばこ、戦後
間もない八重山・久米島の紙幣や郵便切手、パスポート、復帰前に沖縄島と離島を結んだアメリカ
の航空会社の航空券、特急「なは」の表示板（字幕）、戦前沖縄に赴任していた教師のカメラ一式な
ど、どれも歴史的価値をもった品々である。講座終了後は、会場内に準備した資料を間近に見ること
ができ、参加者からの質問が飛び交った。　　

　　　　　　　解説を行う岸本学芸員　　　　　　　　　　　　　　　　　貴重な収蔵品資料に見入る参観者

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

　１万８千年前に沖縄にいた港川人。その研究の最前線を紹介。　　
　沖縄県立博物館・美術館では、新たな人類化石の発見をめざして県内各地で調査研究を進めてい
る。糸満市真栄平鉱山フィッシャー遺跡、南城市サキタリ洞（ガンガラーの谷内）の調査、そして人
骨そのものから年代が測定された例としては国内最古の２万年前の人骨である石垣市白保竿根田原洞
穴遺跡の発掘調査の数々が紹介された。講座室での座学終了後、展示室での解説会も実施。展示資料
を前に、最新の報告に参加者は耳を傾けた。

　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　　　　　　解説を行う山崎学芸員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　展示室での解説会　　
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　博物館での美術品の購入の実際と、調査研究の様子を紹介。
　博物館資料は、どのような方法で登録されているのだろうか。博物館資料の中で、特に予算をかけ
て購入される品物についての鑑定は、どういう風になっているのだろうか。博物館資料として、その
位置づけや価値づけが問われる鑑定の現場の様子が紹介された。収集委員会での審議に向けて、担当
学芸員が行う資料の調査や諸調整は、日々の研究の蓄積と審美眼によってなされていることが理解で
きた。　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　

　　　　　　解説を行う平川学芸員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会場の様子
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　　　　 　博物館の展示内容に関する沖縄の自然・歴史・文化等について、学芸員が広い視点から分
かりやすく展示解説し、楽しく有意義な学習を通して、県民の意識の向上を図ることを目的
とする。

　　　　 　当博物館の自然史・人類・考古・歴史・美術工芸・民俗の各分野の担当学芸員が行なう展
示解説などを通して、県民が楽しく、より深く沖縄について学べるよう企画されている。

　　　　　実 施 日：毎月２回、第２・４木曜日　午後２時～３時までの１時間
　　　　　場　　所：博物館常設展示室

　　　　　受講方法：当日９時から、ふれあい体験室にて受付。
　　　　　定　　員： 15名（当日先着順）

日　　程 分　　野 講　師　名 定　員 参加者

1 2010/4/8 人　類 藤　田　祐　樹 15 16

2 2010/5/13 美術工芸 與那嶺　一　子 15 15

3 2010/6/24 歴　史 岸　本　弘　人 15 18

4 2010/7/8 自然史（生物） 田　中　　　聡 15 15

5 2010/8/12 考　古 羽　方　　　誠 15 15

6 2010/9/9 民　俗 岸　本　　　敬 15 16

7 2010/10/14 美術工芸 平　川　信　幸 15 10

8 2010/11/11 歴　史 崎　原　恭　子 15 14

9 2010/12/16 自然史（地学） 仲　里　　　健 15 16

10 2011/1/13 人　類 山　崎　真　治 15 10

11 2011/2/10 自然史（生物） 濱　口　寿　夫 15 10

12 2011/3/3 ふれあい体験室 池　原　盛　浩 15 10

165
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　常設展の展示解説会は、展示資料を前に、学芸員がパネル文だけでは補いきれない「博物館ならで
はの最新の調査報告や情報」を踏まえた内容を紹介している。今年度は新たに教育普及担当も加わ
り、ふれあい体験室の役割について解説した。参加者の内訳は、博物館ボランティアが半数を占め、
その他年間パスポートや友の会会員等のリピーターの参加が定着している。昨年度は、各学芸員が２
回ずつ担当し、全20回開催したが、今年度は、要望の多い企画展・特別展の展示解説会を増やすた
め、常設展の展示解説会は各学芸員が１回ずつ担当し、全12回165名（定員15名、平均参加人数14
名）の参加を集めた。
　また、年間行事計画にはないが、企画展・特別展の展示解説会も行った。「新収蔵品展」を１回、「海
のクロスロード八重山」を６回、「琉球陶器の来た道」を２回、「骨の科学」を２回実施した。いずれ
も、各展示担当学芸員が、展示会の裏話なども交えながら丁寧に解説した。全11回、180名の参加
があった。

美術工芸部門展示室にて（平川） 阿母加那志の装束から（與那嶺） 総合展示室（崎原）

近代沖縄の歴史について（岸本弘人） ふれあい体験室～ハンズオンとは？～（池原） 古我地原貝塚の話（羽方）

移動して生活する生き物の話（田中） 生物分布と島嶼性の話（濱口） 人の一生にある行事の話から（岸本敬）
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　　　　 　博物館が持つ、調査・研究・保存の機能を担う収蔵庫や各部屋を学芸員が分かりやすく解
説し、普段見る事の出来ない博物館の機能の見学を通して、文化財への県民の意識向上を図
る事を目的とする。

　　　　　普段見る事の出来ない博物館内の各部屋を見学する。

　　　　　実施日：毎月１回、第４土曜日　　午後２時～３時までの１時間
　　　　　場　所 ：博物館バックヤード（収蔵庫・トラックヤード・工作室他）

　　　　　受講方法：当日９時から総合案内にて受付。
　　　　　定　　員 ：12名（当日先着順）

日　　　程 講　　師　　名 定　員 参加者

1 2010/4/10 濱　口　寿　夫 12 12

2 2010/5/8 藤　田　祐　樹 12 12

3 2010/5/22午前 濱　口　寿　夫 12 13

4 2010/5/23午後 濱　口　寿　夫 12 12

5 2010/6/5 田　　中　　聡 12 13

6 2010/7/10 羽　方　　　誠 12 13

7 2010/8/7 仲　里　　　健 12 16

8 2010/9/4 池　原　盛　浩 12 9

9 2010/10/2 崎　原　恭　子 12 13

10 2010/11/6 與那嶺　一　子 12 14

11 2010/12/4 岸　本　弘　人 12 3

12 2011/1/15 岸　本　　　敬 12 13

13 2011/2/5 山　崎　真　治 12 13

14 2011/3/5 平　川　信　幸 12 12

168



－ 94 －

　バックヤードツアーは、昨年度まで博物館班班長と教育普及担当が月替わりで担当していたが、本
年度から、より専門性を生かした内容を目指し、各学芸員が月毎に交替して実施した。昨年同様、安
全管理面を考慮し、常に学芸員と文化の杜スタッフとの２名体制で臨んだ。
　学芸員研究室～研究資料室（書庫）～自然史実験室～トラックヤード～写真撮影室～冷凍室～収蔵
庫～工作室を基本コースとしたが、収蔵庫は各専門分野を中心に案内することにより、資料に関する
質問にも的確に対応することができた。
　普段は公開していない博物館の裏側を見学できるという特別感もあり、県外からの観光客を含め、
毎回定員を超す希望者を集めた。全14回、168名 ( 定員12名、平均参加人数12名 ) の参加者があった。
公平性を保つため、１人の申込者につき、最大４名の申込みとした。また、各学芸員が月毎に交替し
て実施することにより、リピーターにも対応できる内容となった。

集合風景 3階ホワイエにて 自然史実験室にて

トラックヤードにて 大型収蔵庫前室にて 液浸標本室にて

民俗収蔵庫にて エアチャンバーを覗いてみよう 冷凍室前にて
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自然史収蔵庫にて コケの標本資料について 化石収蔵庫に眠る港川人

化石収蔵庫にて 特別収蔵庫前室にて 大型エレベーターに乗って

工作室にて
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　　　 　学芸員が、夏季休暇中の児童生徒を対象に、沖縄の自然、歴史、文化に関する自由研究や調
査研究等について、可能な限り博物館の情報を提供し、郷土への興味・関心を高める。

　　　 　総合・部門展示、ふれあい体験室、情報センターなどの博物館の機能を紹介し、博物館を通
した、沖縄の自然、歴史、文化についてレファレンスサービスを行う。

　　　　実施日：平成22年８月４日（水）、５日（木）、６日（金）の３日間　
　　　　時　間：13：00 ～ 17：00
　　　　対　象：小中学生（ただし、小学生は保護者同伴）
　　　　場　所：情報センター・博物館実習室
　　　　定　員：特になし
　　　　講　師：
　　　　４日（火）＝石器（羽方）・生物（田中）・美術工芸（與那嶺）・歴史（岸本弘）
　　　　５日（水）＝美術工芸（平川）・民俗（岸本敬）・歴史（崎原）・地学（仲里）・生物（田中）
　　　　６日（木）＝石器（羽方）・生物（濱口）・地学（仲里）・民俗（岸本敬）
　

　
　学芸員が児童生徒を対象に、沖縄の自然、歴史、文化に関する自由研究や調査研究などについて、
展示資料や図書を活用しながら、調べ方やまとめ方のアドバイスを行った。館内でのチラシ・ポス
ターの呼びかけの他、近隣の小学校５校の全児童へのチラシ配布や新聞を通じて事前に相談内容を募
集したが、参加者は小学生５名と少なかった。
　参加希望者が減少傾向にある上、例年同様、動物や植物など、自然分野をテーマとする子供が多
く、考古・歴史・美術工芸・民俗に関する質問は少ないなど、当館の特徴が生かしきれず、課題が残
る内容となった。
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　　　　 　「ふれあい体験室」は、ハンズ・オン展示の資料を通して来館者同士、来館者とスタッ
フ、また、ここで展示されている “ おきなわ ” との「ふれあい空間」創りをめざしている部
屋です。この部屋は、常設展示として、総合展示、部門展示と補完しあい、また、実習室や
野外体験プログラムと連携し、効果的に運用できる機能を併せもっています。

　 　　　 　さらに、この部屋は館内における教育普及活動の拠点施設となり、来館者に発見や感動
の喜びを提供する場として、教育のさらなる向上に寄与する展示・プログラムの開発を行
う場ともなります。

　　　 　展示物（体験キット）は、沖縄の 「自然のしくみ」 と 「先人の知恵」 を触れる ・ 見る ・ 聞く
などの五感を通して体感できる操作や組立てるなどの遊びを通じて学ぶことで、展示資料を深
く学ぶことが出来ます。

　　　 　体験キットは、教育普及資料として位置づけられるもので、沖縄の自然、考古、歴史、美術
工芸及び民俗などの内容に基づき、すべてがふれることのできるものとします。

　　　 　体験キットは、来館者が資料に触れあうことで目的が達成するものとして準備されていま
す。来館者が自主的に触れることが出来る様にするために、職員や親子、一般の方々といった
様々な人が参加する雰囲気作りを心がけていきます。ふれあい体験室では、能動的に “ 沖縄の

「自然のしくみ」や「先祖の知恵」” を発見・再発見することができる展示とします。
       

　　　 　基本的に小学校中学年（３年生以上）を対象としています。しかし、テーマに沿った展示手
法の工夫により、幼児から就学年齢の子ども、または大人にとっても楽しめる空間創りを目指
しています。

　　

　　　 　ふれあい体験室は、自由に体験キットを利用することを基本としています。しかし、体験
キットによっては安全性や耐久性の面で使用時の注意や制限がかかるものもあります。ふれあ
い体験室では、体験キットを分類し、配置されているゾーンによって、使用制限のランクを分
けています。
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No.4 No.19 No.13

No.17 No.18 No.17

No.23
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　ふれあい体験室は職員１名（文化の杜共同企業体）と、１日３交替の博物館ボランティアスタッフ
で運営している。
　職員は、常勤スタッフ１名とアルバイトスタッフ３名で構成されており、今年度は、来館者サービ
スの更なる向上を目指し、スタッフ研修を行った。ボランティアスタッフは曜日毎に６班で構成され
ており、所属班内で連絡調整することにより、安定した活動を維持している。

　今年度のふれあい体験室の利用者は、40,556人、（１日平均134名）を数えた。開設より３年を迎
え、利用者層が安定し、ふれあい体験室が対象とする世代が見えてきた年であった。
　利用者の年齢は、０才児～小学校６年生くらいまでの子どもと大人で、親子で行動をする世代が多
くを占めており、展覧会に訪れる来館者をはじめ、特別支援学校や館周辺住民のリピーターも増えて
いる。
　今年度の新たな試みとして、ふれあい体験室ワークショップ「ぼく、わたしのてづくりおもちゃ」

（文化の杜共同企業体主催）を実施した。ふれあい体験室の有効利用とアダン葉細工の普及を目的に、
毎週土曜日、親子を対象としたワークショップである。参加者は年間を通し、全4種類の作品を仕上
げると「てづくりおもちゃの達人」に認定される。その影響もあり、定着したリピーターづくりがで
きたのではないかと考える。２月には、参加者からの要望で、那覇市内の保育園の親子レクリエー
ションで出前講座を開催した。その他にも、体験キットの更なる活用方法や展覧会に関連する体験を
企画した。多くの体験者からは、体感できる喜びの感想も聞くことができた。
　今後は、ふれあい体験室の、利用者層が幅広く取り扱える体験キットの活用方法を提案していくこ
とや、新たな体験キット開発が課題になるだろう。
　

　　

　　　 　体験で簡単に三線を弾けるようになり、興味を持ってもら
うことを目的として、体験キット補足資料と配布用ワーク
シートを設置した。来館者の要望を受け、簡単に弾くことの
できる楽譜を段階ごとに３種類用意した。配布用は、ワーク
シートになっている。

　

　　　 　体験キット№20の活用と、八重山の音楽にふれる体験と
して、「鳩間節」・「鷲鳥節」・「デンサ節」の工工四を設置した。
　

　　　 　アイヌ民族衣装の着衣体験コーナーを室内に設置した。衣
装は「アットゥシ」・「チカラカラペ」・「ルゥンペ」の３種
類、全５着。刺繍や切伏せが施された模様の大胆さに感激す
る様子がみられた。
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　　　　内　容：アダン葉細工を月毎に種類を変え、カラフルな画用紙で制作する。
　　　　日　時：毎週土曜日　①10:00/ ②10:30/ ③11:00/ ④11:30
　　　　場　所：ふれあい体験室前エントランスホール
　　　　講　師：ふれあい体験室スタッフ（文化の杜共同企業体）
　　　　　　　　渡辺、屋良、西里、新川
　　　　参加費：100円
　　　　参加者数：659人（開催日数47日）
　　　　４月「馬ぐゎーをつくる！」（開催日数４日 / 参加者数64人）
　　　　５・６月「金魚と風車」（開催日数８日 / 参加者数155人）
　　　　７・８・９月「カエル」（開催日数13日 / 参加者数242人）
　　　　10・11・12月「ほしっころ」（開催日数13日 / 参加者数138人）
　　　　 ＊クリスマス期間中は、キラキラ光る画用紙を用いてツリーにデコレーションし、１階エン

トランスに飾った。
　　　　１・２・３月「はぶぐゎー」（開催日数14日 / 参加者数124人）

　　　　内　容：当館で定期開催をしているワークショップが出前講座を開催した。
　　　　日　時：2011年２月26日（土）9:30 ～ 12:00
　　　　場　所：わかさ保育園
　　　　講　師：渡部貴子（文化の杜共同企業体）
　　　　参加費：１組につき100円
　　　　参加者数：70組

　　　　「しまくとぅばであそぼう～沖縄のわらべうた」
　　　　内　容：わらべうたをとおして、しまくとぅばに親しむ
　　　　日　時：2010年12月23日（木祝）14:00 ～ 15:30
　　　　場　所：博物館ふれあい体験室
　　　　講　師：宮城葉子氏（てぃーだぬやがま家ー主宰）
　　　　参加費：無料
　　　　参加者数：30名

ここまで出来ましたか～？

しまくぅとぅば語やびら。

クリスマス期間中の光景 通常の土曜日の光景
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第１条　 沖縄県立博物館・美術館は、博物館が行う教育普及活動または研究資料の収集・整理・充実
を図るため、その活動の補助員としてボランティア（以下 ｢博物館ボランティア」という。）
を置くことができる。

第２条　博物館ボランティアは、次の各号に掲げる活動を行う。
　　（１） 展示解説、文化講座、体験学習教室、ふれあい体験室、相談室における対応等の教育普及

活動全般にわたる補助的活動。
　　（２） 調査研究等を推進するために必要な資料の収集に関し、専門知識を生かした補助的な活動。

第３条　 博物館ボランティアの登録は、博物館ボランティア講座の修了者、沖縄博物館友の会の会
員、博物館ボランティア活動を希望する者で、登録票（第１号様式）により申請のあった者
の中から、沖縄県立博物館・美術館館長（以下「館長」という。）が審査のうえ適当と認め
られる者について、登録簿（第２様式）へ登載を行う。

　　２　 館長は登録を受けた博物館ボランティアに対し、博物館ボランティア登録証（第３号様式）
を交付する。

　　３　 登録期間は、登録した日の属する年度の末日までとする。但し、当該博物館ボランティアが
希望する場合は審査のうえ登録を更新することができる。

　　４　 館長は博物館ボランティア登録者に博物館の名誉を傷つける等の行為があった場合は、登録
を取消すことができる。

第４条　館長は博物館ボランティアの活動が効果的にすすめられるよう、随時研修会を開催する。

第５条　 館長は博物館ボランティア活動の連絡及び相互交流の場として、ボランティア室を設置す
る。

第６条　博物館ボランティアの登録は、博物館教育普及担当において処理する。
　　２　 博物館ボランティア活動の連絡調整は、博物館教育普及担当と沖縄博物館友の会において処

理する。

第7条　 この要項に定めるもののほか博物館ボランティア活動の実施に必要な事項は、館長が別に定
める。

　この要項は、平成５年7月1日から実施する。
　この要項は、平成12年8月1日から実施する。
　この要項は、平成20年2月13日から実施する。
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　　 　沖縄県立博物館は、県民の自己啓発や学習の場を提供するため、博物館支援活動を計画する。
この活動は、多様化する来館者のニーズに対応し、よりきめ細かで適切なサービスへも寄与す
る。

　（１）沖縄県立博物館・美術館　博物館ボランティア実施要項に基づき実施する。
　（２）常設展示や企画特別展示の案内ならびに普及部門の支援ができるように養成講座を実施する。

　　　沖縄県立博物館・美術館講堂及び講座室

　（１）「沖縄博物館友の会」のボランティア部会とともに活動できる方。
　（２） 沖縄県立博物館・美術館において養成講座を受講後、ボランティアとして活動に参加する意

欲のある一般成人。
　（３）月曜日をのぞく、火曜日から日曜までのいずれかの曜日で月に２日以上活動できる方。

　　　平成22年4月９日～４月末日

　（１）募集期間平成22年４月９日～末日まで
　（２）説明会平成22年５月19日
　（３）養成講座平成22年５月～７月
　（４）認証状交付平成22年９月　　　＊（４）養成講座修了証交付
　（５）正式登録平成22年９月　　　　＊（５）正式登録－専門講座終了後
　　　※専門講座　（後日提案）平成22年９月～ 10月

　※博物館への出入りの際は、名札（写真入りのパス）を提示してください。
　※台風時の講座については、バスの運行があれば実施します。
　※飲食物の持ち込みは、ご遠慮ください。（ガムを含む）
　※ボランティア実習は、火曜日から日曜日の開館時間中に、自己申請後受講する。
　※ボランティア実習の期間は、６月～７月までとする。（１回以上受講する）
　※未受講の講座については、後日映像による補講に参加してください。（７月に予定）

5/19 水
開講式 15：00 ～ 池原 講座室
博物館活動について 16：00 ～ 濱口 講座室

5/26 水
ＩＰＭについて 15：00 ～ 仲里 講座室
博物館ボランティア活動について 15：30 ～ 池原・宮平 講座室

6/2 水
歴史 15：00 ～ 崎原・岸本 ( 弘） 講座室
民俗 16：00 ～ 岸本（敬） 講座室

6/16 水
考古 15：00 ～ 羽方 講座室
美術工芸 16：00 ～ 平川・與那嶺 講座室

6/30 水
自然史 15：00 ～ 田中・仲里 講座室
人類 16：00 ～ 山崎・藤田 講座室

6 ～ 7 月 ボランティア実習 開館時間 池原・宮平 ボランティア室・展示室
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　　 　本講座は、博物館の登録ボランティアが、総合展示室、部門展示室の資料を出発点にしなが
ら、ふれあい体験室の体験キットや『博物館学習ノート』の意図を理解し、ボランティア活動を
円滑に行えるようにする。

　　　沖縄県立博物館・美術館　博物館ボランティア

　　　平成22年9月29日（水）～ 10月27日 ( 水 )
　　　15:00 ～ 17:00（二時間）

　　　沖縄県立博物館・美術館講堂及び講座室

　　　◎ 展示室、ふれあい体験室、講座室等の三ヶ所でそれぞれの学芸員が解説し、受講生は40分
単位で班別に移動する。

　　　　１班＝ Ａ→  Ｂ→ Ｃ　　　　２班＝Ｂ→ Ｃ→ Ａ　　　　３班＝Ｃ→ Ａ→ Ｂ
　　　　＊３つの班を作る（各班20名を予想）
　　　　＊班員は新旧ボランティア混合とする（教育普及班で振分けを行う）
　　　　＊初回の９/29日に、説明会を行う。（開始15分前）

　　　◎展示室：『博物館学習ノート』の解説を行う。
　　　◎ふれあい体験室：体験キットの解説を行う。

　　　※『博物館学習ノート』は、事前学習すると当日の講座が理解しやすいと思います。
　　　※『博物館学習ノート』は、博物館ホームページや情報センターで見ることができます。
　　　※台風時、暴風警報が発令された場合は中止とします。
　　　※飲食物の持ち込みは、ご遠慮ください。（ガムを含む）
　　　※専門講座の補講は、設定しません。
　　　※人類の講座は “ 石垣島での発掘調査 ” の為、変更の可能性があります。

回数 期　日
分　野 ・ 内　容 　< 各40分移動時間含む >

Ａ［展示室］ Ｂ［ふれあい体験室］ Ｃ［展示室・講座室・実習室］

1 ９月29日 ( 水 ) 歴史－崎原 民俗－岸本 ( 敬 ) ＊教育普及 ( 民具体験 ) 実習室

2 10月６日 ( 水 ) ＊美工－平川 歴史－崎原 / 岸本（弘） 教育普及 ( 民具体験 )* 文化の杜 実習室講座室

3 10月８日 ( 金 ) 考古－羽方 美工－與那嶺 / 平川 ＊歴史－岸本 弘人 展示室

4 10月13日 ( 水 ) 地質 / 化石－仲里 考古－羽方 ＊美工－與那嶺 展示室

5 10月20日 ( 水 ) 生物－田中 地質 / 化石－仲里 ＊教育普及 ( 学校団体受入 ) 講座室

6 10月22日 ( 金 ) 人　類

7 10月27日 ( 水 ) 民俗－岸本（敬） 生物－田中 教育普及 ( 接遇 )* 文化の杜 講座室

◎タイムスケジュール 　１回目=15:00 ～ 15:40　 ２回目 =15:40 ～ 16:20　 ３回目 =16:20 ～ 17:00
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  　 　沖縄県立博物館は、県民の自己啓発や学習の場の提供、また、博物館支援活動を目的として、
「ボランティア」を導入します。この活動は、多様化する来館者のニーズに対して、よりきめ細
かく適切なサービスへの寄与を目的としています。

　　１　生涯学習の視点から、ボランティアがいつでも参加できる環境作りをすすめます。
　　２　ボランティアの自己啓発を促し、活動を通して無理なく楽しく学べる場にします。
　　３　来館者を発見へと向わせるような発問の研究を行います。
　　４　ボランティアの自立的な活動を導き、意欲的に参加できる方向をめざします。

　　　　　学校向け展示ガイドと体験サポート及び新聞等資料整理

　　　①展示ガイド
　　　　「常設展示室」における展示解説、質問対応など
　　　②活動支援
　　　　「誘導」「ふれあい体験」「体験学習教室」における体験学習サポートなど
　　　③企画調整
　　　　ボランティアへの連絡　新聞資料整理

　

　　　　ア　博物館ボランティアは、友の会員の希望者と養成講座履修のボランティアとします。
　　　　イ　博物館職員に人文系、自然史系、教育普及の正副担当者をおきます。
　　　　ウ　ボランティアに正副会長及び各分野正副の世話係をおきます。
　　　　エ　登録初年度のボランティアに曜日担当世話係をおきます。
　　　　オ　 博物館担当者・分野及び曜日の世話係・友の会・文化の杜によるボランティア連絡会を

月一回開催します。（第３火曜日15：00 ～）
　　　　カ　友の会は、ボランティア活動を支援します。（連絡・調整等）

　　　　ア　博物館において、ボランティア活動の保険に入ります。
　　　　イ　博物館は、ボランティア活動に必要な名札を購入し、貸与します。

　　　　ア　活動は原則的に博物館の開館日とします。
　　　　イ　活動時間は、9時から閉館時間までの時間帯で、３時間程度とします。
　　　　ウ　活動回数は、月に２日以上とします。

活動の内容 場所 指定管理者担当 ボランティア

（１）  常設展示対応 ふれあい体験室 １人 ２～３人

（２）  学校団体対応  総合・部門展示室
民家・実習室 １～２人 各室1 ～２人

実習室５～８人
（３）  体験学習教室 民家・実習室 １人＋外部講師 ５～８人

（４）（県）特別・企画展 特別・企画展示室 なし ２～４人
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　　　　ア　博物館の諸規則には従ってください。
　　　　イ　博物館の展示方針に従って説明等を行ってください。
　　　　ウ　博物館内での政治活動、宗教活動は行わないでください。
　　　　エ　博物館の名誉を傷つける等の行為は行わないでください。

　　　　ア　 ボランティア活動中の傷害事故、偶然な事故によりボランティアまたは他人が怪我した
場合は、ボランティア保険の対象となります。

　　　　イ　 ボランティアの故意による事故、ボランティア活動外の事故については、原則としてボ
ランティア自身がその責を負うことになります。

　　　 学校向け展示ガイドと体験サポ

　　　ア　総括教育普及担当
　　　イ　ボランティア担当

　　ア　 ボランティア応募にかかるそれぞれの班の受付、班員の推薦文。
　　　　（決定後の通知用紙は、教育普及担当が準備。）
　　イ　それぞれの担当の講座の際の、会場、放送機器取扱、会場整理、出席点検等。
　　　　外部講師等の場合については、教育普及が担当。
　　ウ　ボランティア養成後の活動に関する企画、調整の補助。

　　ア　 ボランティアの活動を活性化させるために、ボランティア部長・分野に正副の世話係を置き
ます。

　　イ　ボランティア部長は、ボランティア活動を総括し、副部長は部長を補佐します。
　　ウ　正の世話係は分野を代表し、各分野の学芸員と連携を取り、副の世話係は正を補佐します。
　　エ　世話係は、学習会の企画をし、ボランティア室において、全ボランティアに告知する。
　　オ　曜日世話係は、「ふれあい体験室」をはじめとする活動の連絡を行います。

　　　主担当　　　　副担当
① 教育普及班 　　　　　池原　　　　宮平（妃） 
② 自然科学班 　　　　　山崎　　　　田中　　　
③ 人文科学班 　　　　　羽方　　　　崎原

正 副
ボランティア部会長 松川

人類学・自然史
歴史・考古 辻本
美術工芸 ＊調整中

民俗 大浜 宮良
ふれあい体験 ＊調整中

体験学習 特に配置無し
曜日世話係（火） 水野
　　〃　 　（水） 　　　　　　　１カ月ごとに交代　　＊6月真貝～　　
　　〃　 　（木） 　　　　　　　２カ月ごとに交代　　＊～ 5月までは宮良
　　〃　 　（金） 照屋 島袋
　　〃　 　（土） ＊調整中
　　〃　 　（日） 辻本 ＊調整中
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　ボランティア登録は下記によりおこないます。
　（１）養 成 講 座　 応募者については、資格要件及び適性を確認し、ボランティア 名簿に仮登録し

ます。
　（２）登　　　録　 養成講座受講者のうち､ 当館が定めるボランティア養成講座（専門講座含む）

を終了した者で、館長の認定した者を正式登録者とします。
　（３）登録の更新　 登録の活動期間は１年とします。但し､ 継続を希望し所定の更新研修を終了し

た者は再登録とします。
　（４）登録の抹消　 登録期間中であっても博物館ボランティアの資格要件に欠格を生じた場合、ま

た､ 博物館ボランティアとしてふさわしくない行動があった場合は登録を抹消
する ことがあります。

　（５）登録カード　 登録者には登録カードを交付します。活動時は携帯してください。ボランティ
アの継続が出来なくなった際には、カードは返却するものとする。

　ボランティア活動の評価は、活動の目標に照らして、博物館側及びボランティアがその機能をどの
程度に果たしているかを客観的基準により判断し、それにもとづいてボランティア活動を改善計画の
作成に資することを目的とします。（評価様式は別に作成する）
　（１）国際的交流に対応し、県民の自己啓発や学習の場を提供できたか。
　（２） 人にやさしく、親しまれる施設を目指し、県民参画の橋渡しとして活動できたか。多様化す

るニーズに対応し、きめ細かく適切なサービスに寄与できたか。
　（３）自主的に活動し、生涯学習の実践の場としての役割を担えたか。
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 　　　各活動区分における活動の主な内容は以下の通りです。

　　　　ア　学校団体向け常設展示解説補助
　　　　　　総合・各部門展示解説補助
　　　　イ　特別・企画展解説補助　
　　　　　　特別・企画展示室における解説補助

　　　　ア　誘導　
　　　　イ　体験学習補助　
　　　　　　体験教室・講座・観察会・移動博物館等における指導補助
　　　　ウ　ふれあい体験室　
　　　　　　ふれあい体験室における活動補助
　　　　エ　各種行事の際の指導補助
　　　　オ　屋外展示室の活動補助

　　　　ア　ボランティアへの連絡　新聞資料整理　
　

　　（1）　養成講座……１日２時間で５日間　合計10時間
　　　　  例：館長講話、副館長講話、沖縄の歴史・文化の講座、沖縄の自然等についての講座
　　（2）　専門講座……１日２時間で５日間　合計10時間
　　　　  例：博物館学習ノート、体験キット解説、施設の見学等
　　（3）　更新研修……１日２時間で２日間合計４時間
　　（4）　臨時研修…必要に応じて随時実習
　　　　  例：企画展の解説等 
　

　　（1）　ボランティア精神が旺盛で、その活動が顕著な者を表彰します。（評価の方法は今後検討）
　　（2）　 最初に正式登録された時点でボランティア初級に認定し、その後２度登録を更新したもの

を中級とします。
　

　　（1）　 ボランティアとして正式に登録された者には、ボランティア身分証明書としてボランティ
ア登録 カードを交付します。 　

　　（2）　 ボランティア活動を行う場合は、原則として県職員の身なりに準ずるものとし、ボラン
ティア登録カードを身につけるものとします。　

　

　　（1）　ボランティア室については、教育普及担当の許可を得て使用できます。 　
　　（2）　ボランティア室は、原則としてボランティア活動のために以下のような活動で使用します。
　　　　ア　日程、連絡等のボランティア活動の掲示　
　　　　イ　ボランティア活動のための器具類の保管及び使用　
　　　　ウ　来館者を発見へと向わせるような発問研究　
　　　　エ　ボランティアのための休憩　
　　（3）　ボランティア室には勝手に私物をもちこまないでください。　
　　　　　（個人の持ち物は、自己の 責任で管理してください。） 　
　　（4）　ボランティア室の使用時間は原則として、館の開館日の開館時間から閉館時間までとします。 
　　（5）　ボランティア室は原則として使用したものが清掃するものとします。 　
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　　　・博物館ボランティアの継続にあたり、運営面で更改された事項を確認する。
　　　・博物館登録証を交付し、今後の活動の予定等を連絡し、活動を促す。

　　　平成22年5月12日（水）　博物館講座室　（15時00分～ 15時30分）

　　　博物館講座室司会

　　　①　館長あいさつ牧野 浩隆 館長
　　　②　登録証 交付（代表受取：桑江ボランティア部副会長）牧野 浩隆 館長
　　　③　学芸員紹介濱口 寿夫 博物館班長
　　　④　ボランティアの活動紹介松川 潤一郎 ボランティア部会長
　　　⑤　文化の杜共同企業事業体代表あいさつ運天 寛栄 文化の杜共同企業体統括

　＊登録証　裏面

登録証交付式終了後　ボランティア員全体会
15時30分～ 16時30分

参加対象者：教育普及担当、ボランティア員　
　　　　　　進行　宮平　妃奈子　　

　１　本年度のボランティア活動について（20分）池原　盛浩
　　　『博物館ボランティアのてびき』　読み合せ
　２　質疑応答　　　　　　　　　　　　（10分）
　　　－－－－－－－－－－＊ 曜日別に座席の移動  ＊－－－－－－－－－－
　３　曜日別グループミーティング　　　（20分）
　　　（自己紹介、世話係選任、年間活動計画案など）
　４　事務連絡　　　　　　　　　　　　宮平 妃奈子

班長 副館長　　館長

ボランティア員
司会
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「平成22年度博物館ボランティア専門講座」　閉講式

　　 　ボランティア専門講座を修了した者に、博物館のボランティア活動の主旨や今後の日程などを
含めた確認事項等を説明し、周知徹底を図る。

　　　沖縄県立博物館・美術館　講座室

　　　平成22年10月27日（水）17：10 ～ 17：30

　　　進行：宮平妃奈子
　　　（1）  館長あいさつ　県立博物館・美術館 館長　　牧野　浩隆（5）
　　　（2）  登録証交付　県立博物館・美術館 館長　　　牧野　浩隆（7）
　　　（3）  激励のことば　ボランティア部長　　　　　 松川潤一郎（3）
　　　（4）  おわりの言葉文化の杜共同企業体 社長  　　  平良　知二 （3）

登録証交付式終了後　ボランティア員全体会
17時30分～ 18時00分

参加対象者：教育普及担当、ボランティア員　
　　　　　　進行　宮平　妃奈子　　

    －－－－－－－－－－＊ 曜日別に座席の移動  ＊－－－－－－－－－－

　目的　①曜日単位のグループに、新規ボランティアを迎える。
　　　　②ボランティアの正式活動ができるように、仕事内容を確認する。
　
　　１　曜日別グループミーティング　　―世話係を中心に進行する
　　　（自己紹介、活動計画などの確認）

　　２　事務連絡　　　　　　　　　　　―教育普及担当：池原　盛浩より
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